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平成 16年 10月 21日 
各     位 

会 社 名 株 式 会 社  九 電 工 
代 表 者 名 代表取締役社長 河部 浩幸 
コード番号 １９５９ 
上場取引所 東証一部、福証 

問 合 せ 先 取締役経理部長 小野 壽明  
T E L 092 (523) 1239 

 
平成 17年 3月期 中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16年 5月 27日の決算発表時に公表しました、平成 17年 3
月期（平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日）の中間業績予想（連結・個別）について、下記
のとおり修正いたします。 
 

記 
 
１．平成１７年 3月期中間業績予想〔連結〕の修正（平成 16年 4月 1日～平成 16年 9月 30日） 
                                                                           (単位:百万円､%) 

  売 上 高 経 常 利 益  中間純利益 
前 回 発 表 予 想 
（平成 16年 5月 27日発表） 

(A) 77,000     △ 2,200 △ 1,700 

今 回 修 正 予 想 (B) 81,500     △  200   △ 1,200 

増 減 額 (B－A)  4,500 2,000 500 

増 減 率 (%)  5.8% －% －% 

前期実績(平成 15年 9月中間期) 88,817      △ 520    △  733 
 
２．平成１７年 3月期中間業績予想〔個別〕の修正（平成 16年 4月 1日～平成 16年 9月 30日） 
                                                                           (単位:百万円､%) 

  売 上 高 経 常 利 益  中間純利益 
前 回 発 表 予 想 
（平成 16年 5月 27日発表） 

(A) 68,600 △ 2,500 △ 1,800 

今 回 修 正 予 想 (B) 73,550 △ 500 △ 1,300 

増 減 額 (B－A)  4,950 2,000 500 

増 減 率 (%)  7.2% －% －% 

前期実績(平成 15年 9月中間期) 80,652 △ 892 △ 1,263 
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３．修正の理由 
（１）個別決算 

売上高につきましては、各工事部門において一部完成工事の引渡しが中間期に繰り上がったことや

台風災害復旧工事の発生などにより、当初予想値を５０億円ほど上回る見込みであります。 
  また、経常利益につきましては、売上高の増加に加え、売買目的有価証券の運用益３億円の確保な

どにより、当初予想値を約２０億円上回る見込みであります。 
  なお、中間純利益につきましては、今年１０月１日から導入いたしました新企業年金制度への移行

に伴い、退職給付制度移行損失（特別損失）が約１３億円発生しましたものの、当初予想値を５億円

ほど上回る見込みであります。 
 
（２）連結決算 
  個別業績予想の修正に伴い、連結子会社の業績予想を加味して、売上高、経常利益および中間純利

益の業績予想を修正いたします。 
 
（３）通期業績見通しについて 
  通期業績予想（連結・個別）[平成 16年 5月 27日公表]につきましては、現時点での修正はありま
せん。 

 
４．配当予想 
  当社の配当につきましては、当期純利益の確保が見込まれること、並びに安定配当継続という基本

方針のもと、期初の計画どおり中間配当金は 1株につき 1円の記念配当を加え 6円、期末配当は 5円
（年間配当金 11円）を実施する予定であります。 

 
 
 
 

以       上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（業績予想に関する注意事項） 

    本資料中に記載されている市場予測や業績見通しは、現在有効な情報に基づき判断したもので、その

実現には潜在的リスクや不確実性を含んでおり、さらに業績に影響を与える要因はこれに限定されるも

のではありません。従いまして、諸要因の変化により実際の業績は記載事項と大きく異なる結果となる

可能性があることをあらかじめご了承ください。 


